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�

鶴
ヶ
島
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め

開
発
行
為
の
許
可
等
の
申
請
に
対
す
る

審
査
の
手
数
料
の
額
を
改
め
、
及
び
屋

外
広
告
物
の
許
可
等
の
事
務
の
権
限
移

譲
を
受
け
る
こ
と
に
伴
う
審
査
の
手
数

料
を
徴
す
る
た
め
の
規
定
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。
実
施
時
期
は
平
成　

年
４

２１

月
か
ら
で
、
屋
外
広
告
物
の
許
可
等
の

事
務
の
権
限
移
譲
は
埼
玉
県
か
ら
で
す
。

�

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
終
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
き
い
ち
ご
」
に
再
指
定
す
る
も
の
で
、

指
定
期
間
を
、
従
前
の
３
年
か
ら
５
年

に
す
る
も
の
で
す
。

�

通
所
者
の
人
数
の
推
移
は
。

�

障
害
者
福
祉
課
長　

現
在
、
定
員

　

人
の
と
こ
ろ
通
所
者　

人
で
、

１９

１５

近
年
概
ね　

人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

１５

議案第６１号議案第６６号ＱＡ
条
例
改
正
等
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補正予算�

一　

般　

会　

計

特　

別　

会　

計

補正後の額補正額会計別

１６,７７４,７１３２０１,６２４一 般 会 計

５,９０９,４８６１９６,９７０国民健康保険特別会計

２６３,５０９△１３,０８２
一本松土地区画整理
事 業 特 別 会 計

２８８,４５９３
若葉駅西口土地区画
整理事業特別会計

▼１２月補正予算の状況 （単位：千円）

補正額歳出（使途）の内訳

３９９議 会 費

△２１,１０３総 務 費

８２,９５１民 生 費

△１,６１１衛 生 費

２,３４２農 林 水 産 業 費

６４,３０３商 工 費

△１０,４４３土 木 費

８４,７８６教 育 費

２０１,６２４歳 出 合 計

補正額歳入（財源）の内訳

４,８３７地方特例交付金

６,４５１地 方 交 付 税

３６,４１１国 庫 支 出 金

２１,２６３県 支 出 金

２７,２７０財 産 収 入

△１００,０３６繰 入 金

１５９,３５４繰 越 金

１,８７４諸 収 入

４４,２００市 債

２０１,６２４歳 入 合 計

委 員 会 審 査委 員 会 審 査

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２０

（
第
３
号
）
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

３
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�
新
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入

�

導
入
の
経
過
と
今
ま
で
に
か
か
っ

た
経
費
は
。

�

市
政
情
報
課
長　
　

年
度
か
ら
導

１２

入
さ
れ
て
い
る
住
民
記
録
税
務
情

報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
対
す
る
債
務
負

担
行
為
で
、
今
ま
で
の
年
間
経
費
は
、

約
１
億
１
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

�
人
件
費
の
減
額

�

職
員
給
与
の
予
算
と
の
差
額
理
由

は
。

�

人
事
課
長　

当
初
予
算
編
成
時
に

は
見
込
め
な
か
っ
た
退
職
者
や
派

遣
職
員
が
数
名
い
た
こ
と
、ま
た
、同
じ

く
見
込
め
な
か
っ
た
育
児
休
業
取
得
者

が
数
名
い
た
こ
と
に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

�
農
水
省
の
助
成
が
決
ま
る

�

農
水
省
の
農
山
漁
村（
ふ
る
さ
と
）

地
域
力
発
掘
支
援
モ
デ
ル
事
業
の

ＱＡＱＡＱ

助
成
に
か
か
わ
る
貸
付
金
に
つ
い
て
。

�

産
業
振
興
課
長　
「
鶴
ヶ
島
ふ
る

さ
と
の
郷
構
想
」
の
事
業
主
体
で

あ
る
高
倉
ふ
る
さ
と
協
議
会
に
、
５
年

間
、
２
０
０
万
円
ず
つ
の
国
の
助
成
が

決
ま
り
、
交
付
ま
で
の
間
の
活
動
資
金

と
し
て
貸
し
付
け
る
も
の
で
、
交
付
後

に
返
金
と
な
る
。

�
奨
励
金
受
給
企
業
の
状
況

�

南
西
部
土
地
区
画
整
理
地
内
へ
企

業
誘
致
奨
励
金
を
受
け
進
出
し
た

企
業
に
撤
退
な
ど
生
じ
て
な
い
か
。

�

産
業
振
興
課
長　

厳
し
い
経
済
状

況
だ
が
、
撤
退
し
た
企
業
は
な
い
。

情
報
収
集
に
も
努
め
て
い
る
が
、
現
状

で
は
心
配
し
て
い
な
い
。

�
保
育
所
児
童
入
所
委
託
事
業

�

内
容
と
増
額
の
理
由
は
。

�

こ
ど
も
支
援
課
長　

民
間
保
育
園

の
入
所
児
童
数
に
国
で
定
め
た
保

育
単
価
を
乗
じ
て
園
に
委
託
料
と
し
て

ＡＱＡＱＡ

�
国
民
健
康
保
険

�

高
額
療
養
費
の
内
容
と
増
額
の
理

由
は
。

�

保
険
年
金
課
長　

か
か
っ
た
医
療

費
が
著
し
く
高
額
に
な
っ
た
場
合

に
個
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制

度
で
、
申
請
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

ＱＡ 支
払
っ
て
い
る
も
の
で
、
本
市
の
地
域

区
分
の
変
更
に
伴
い
、
保
育
単
価
が
上

が
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

�
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

�

増
額
の
理
由
は
。

�

障
害
者
福
祉
課
長　

助
成
額
が
当

初
の
見
込
み
を
上
回
っ
て
い
る
も

の
で
、
脳
血
管
障
害
、
心
臓
機
能
障
害
、

腎
臓
機
能
障
害
等
に
よ
る
身
体
障
害
者

手
帳
の
申
請
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

ＱＡ

　

今
回
は
、
見
込
み
を
大
き
く
上
回
っ

た
こ
と
に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

�
一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業

�

国
庫
補
助
金
の
減
額
に
つ
い
て
。

�

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
務
所
長

国
か
ら
県
へ
の
地
方
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

�

建
物
移
転
事
業
の
減
額
の
理
由
は
。

�

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
務
所
長

移
転
協
議
が
す
べ
て
整
い
、
不
用

額
を
精
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
若
葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

�

土
地
貸
付
収
入　

万
２
０
０
０
円

７１

を
増
額
し
た
経
過
に
つ
い
て
。

�

若
葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
務

所
長　

土
地
区
画
整
理
事
務
所
で

管
理
し
て
い
る
土
地
を
借
り
た
い
と
の

企
業
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ
り
、
現
在

２
業
者
、
２
か
所
に
つ
い
て
契
約
等
が

整
い
補
正
で
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

▼一般会計補正予算の内訳 （単位：千円）

心身障害者地域デイケア施設「きいちご」


